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Ｉ． は じ め に

犬 企 業 の 多 く は、 労 働 問 題、 現 境 問 題、 資 源 問 題 等 に 代 表 さ れ る 社 会 と の 基本 関係 の変 化 を

契 機 と して 自 己 の社 会 的 使 命 意 識 に 根 差 した 社 会 的 責 任 を 自 覚 す る と と もに、 社 会 的 イ ンパ ク

ト な ら びに 社 会 的 責 任 に 関 す る 情 報 を 次 第 に 開 示 す る よ う に な っ た。 しか し、 こ の 傾 向 は、 先

進 工 業 国 の 企 業 に 共 通 す る 現 象 で は あ る が、 そ の 情 報 開 示 の 形 態 は 多 様 で、 国 に よ っ て あ る い

は 企 業 に よ っ て 異 な り・ ま た・ 時 代 の 要 請 の 変 化 に 伴 い・ 当 初 の 事 後 的 対 応 表 示 か ら 事 前 の 対

応 表 示 へ と 発 展 して き た。 本 稿 は、 ドイ ツ に お け る 社 会 関 連 情 報 の 形 態 の 展 開 を 史 的 に 跡 づけ

っ つ、 そ の 特 徴 を 明 示 し、 併 せ て 最 近 の 動 向 を 明 ら か に し た い。

皿． ドイ ツにおける社会関連情報の特徴

ドイ ツ に お け る 社 会 関 連 情 報 は、 そ の発 展 段 階 を 区 分 し て表 示す れ ぱ、 つ ぎの よ う に な る。

１） １９３８ 年 の Ａ Ｅ Ｇ テ レフ ンケ ン社 以 降 シュ テ ア ク 社 の ゾ チ ア ル ビラ ン ツ 開 示 前 ま で （ゾ チ

ァ ル ビ ラ ン ッ 前 史）

ドイ ツ 企 業 は・ 社 会 関 連 情 報 の うち 従業 員 関 連 情 報 を か な り 以 前 か ら 開 示 して き た。 シュ レ

デ ル ゼ カ ー （Ｓｃｈｒｅｄｅ１ｓｅｋｅｒ， Ｋ．） の 最 近 の 論 文 に よ れ ぱ’〕
、 従 業 員 関 連 情 報 を 決 算 報 告 書 の な

か に は じ め て 開 示 し た 企 業 は Ａ Ｅ Ｇ テ レ フ ン ケ ン 社 で、 １９３８ 年 の こ と で あ る。 さ ら に、 １９５０

年 代 中 頃・ ポ ッ ト ホ ー フ （Ｐｏｔｔｈｏｆｆ， Ｅ．） は、 企 業 が 良 質 の 労 働 力 を 確 保 す る 目 的 か ら、 企 業

の 社 会 的 事 象 に 関 す る 報 告 が 年 度 決 算 の開 示 を 義 務 づ け ら れて い る 企 業 の 間 で 普 及 し て い る、

と 指 摘 し て い る’㌧ そ の 当 時 の 報 告 様 式 は 多 種 多 様 で・ つ ぎの ４ つ に 分 類す るこ と が で き 孔

① 損益計算書のなかに人的労務費を簡単に示すもの

② 営 業 報 告 書 （Ｇｅｓｃｈ証ｔｓｂｅｒｉｃｈｔ） の な か に 社 会 報 告 の ス ペ ース を 設 け・ そ こ に 通 常 の 賞

与、 生 活 扶 助 等 の 社 会 的 費 用 を示 し、 さ ら に従 業 員 数、 労 働 時 間 当 り 賃 金、 従 業 員 の 合 理

化、 後 継 者 教 育、 労 働 協 約、 共 同 決 定 法等 の 情 報 を 示 す も の

③ 営業 報 告 書 と は 別 に、 社 会 報 告 書 （Ｓｏｚｉａ１ｂｅｒｉｃｈｔ） を 作 成 し、 そ の 報 告 書 に、 従 事 して

い る 労 働力 を確 保 す る た め の 高 い 報 酬 と高 水 準 の フ リ ン ジ ベネ フィ ッ ト を 示 す と と も に、

さらに企業全体の営業成績を簡単に示すもの

④ 経済 監 査 士 （Ｗｉｒｔｓｃｈａｆ士ｓｐｒ｛ｆｅｒ） の 監 査 を受 け な い 自 主 的 な 社 会 報 告 書 を 作 成 し、 そ

の報告書に、 社会的任務を有する企業の立場から社会的諸間題を解明するための資料 （経
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営内部の賃金構成、 労働時間規定等） を示すもの

こ れ ら 初期 の 段 階 の 社 会 関連 情報 の開 示内 容 は、 ほ ぼ従 業 員 関連 情報 に 限 定 さ れ て い た こと

か ら、 従 業 員 特 化 情 報 と 特 徴 づ け る こ と が で き よ う。

２） １９７２／７３ 年 度 の シュ テア ク 社 の ゾ チ ア ル ビラ ンツ 開 示 以 降１９７４ 年ま で

第 二 段 階 は、 シ ュ テ ア ク 社 （Ｓｔｅａｇ ＡＧ） の ゾ チ ア ル ビ ラ ン ツ （Ｓｏ・ｉａ１ｂｉ１ａｎ・） 開 示 （１９７２／

７３年 度） に 始 ま り、
ゾチ ア ル ビラ ン ツ の 端 緒 期 に あ た 孔 そ こ で の 特 徴 は・ っ ぎ の ２ っ に 要

約 す る こ と が で き る。

① 従 来 ドイ ッ 企 業 が 営 業 報 告 書 等 に 記 載 して い た 従 業 員 関 遵 の み の 情 報 提 供 を 改 め、 従 業

員以 外 の 企 業 に 利 害 関 係 の あ る 顧 客、 消 費 者、 地 域住 民、 国 家 お よ ぴ 公 衆 に ま で 情 報 内 容

を 拡 大 し た。

② 社 会 に 対 す る個 々 の 企 業 給 付 を 定 義 し、 そ の企 業 成 果 を 評 価 し よ う と 試 み る 費 用 ・ 便 益

計 算 で あ る。

３）１９７５ 年 か ら ほ ぼ １９７９ 年 ま で

こ の 時 期 は、
ゾ チ ア ル ビラ ンツ 実 践 の 改 良 な ら び に 統 合 （部 分 計 算 を 複 数 組 み合 わ せ た 混 合

計 算） 期 に あ た る。 こ の 時 期 は、 つ ぎに 示 す よ う に 企 業 主 導 に よ る ゾチ ア ル ビ ラ ン ッ研 究 が花

盛 り で あ っ た。

① ドイ ッ 化 学 工 業 協 会 連 合 会 ・ 経 営 経 済 委 員 会 の 『社 会 の な か の 企 業』 研 究 グ ルー プ が発

表 した 研 究 報 告 書 （１９７５ 年 １月）

② ドイ ツ 使 用 者 団 体 連 盟 （ＢＤＡ） の ｒ社 会 関 連 報 告 書 （ゾチ ア ル ビラ ン ツ）』 委 員 会 が 発

表 した 見 解 （１９７５ 年 ９月）

③ 実 践 企 業 ７ 社 に よ っ て 組 織 さ れた ｒゾ チ ア ル ビ ラ ン ツ 実 践』 研 究 グ ル ー プ 勧 告 （１９７７

年 ４月）

ま た こ の 時 期 は、 ドイ ツ 労 働 総 同 盟 （ＤＧＢ） が 労 働 組 合 主 導 の 立 場 か ら ｒゾチ ァ ル ビラ ン

ッ 否 定」 を 表 明 し て い る 段 階 （ゾチ ア ル ビラ ン ツ に 対 す る ＤＧＢ 対 応 の 第 二 段 階） と ほ ぼ か さ

な る。 Ｄ Ｇ Ｂ は、 そ の 後、 下 記 の労 働 組 合 主 導 の 要 求 目 録 を 採 択 す る こと で、 「ゾ チ ァ ル ビ ラ

ンツ 容 認」 へ移 行 した。

④ Ｄ Ｇ Ｂ 全 国 執 行 委 員 会 が ｒ社 会関 遵 会 計 ／ ゾチ ア ル ビ ラ ン ツ』 研 究 グル ー プ 報 告 書 を 採

択 （１９７９ 年 ６月）

社 会 政 策 部 所 属 『社 会 関 連 会 計 ／ ゾチ ア ル ビラ ンツ』 研 究 グ ル ー プ の 報 告 書 は、 労 働 指 向 の

指 標 な い し 指 数 目 録、 ゾチ ア ル ビ ラ ン ツ の 質 問 に 対 す る 最 終 報 告・ お よ び 『社 会 関 連 会 計 ／ ゾ

チ ア ル ビ ラ ン ッ』 研 究 グ ル ー プ の 注 釈つ き 表 示 の ３ 部 か ら構 成 さ れ て い た。 Ｄ Ｇ Ｂ の主 張 に よ

れ ぱ、 労 働 指 向 の 指 標 な い し 指 数 目 録 は、 大 企 業 の 社 会 関連 会 計 （ゾチ ア ル ビラ ン ッ） の内 容

に 対 する 労 働 組 合 の 最 低 限 の要 求 で あ り、 ま た、 ゾチ ア ル ビ ラ ンツ の 質 間 に 対 する最 終報 告 は、

ゾ チ ア ル ビラ ンッ に 関 す る 『社 会 関 連 会 計 ／ ゾチ ア ル ビ ラ ン ツ』 研 究 グル ー プ の研 究報 告 で あ
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る。 さ ら に、 『社 会 関 連 会 計 ／ ゾチ ア ル ビ ラ ン ツ』 研 究 グ ルー プの 注 釈 っ き 表 示 は、 労 働 指 向

の 指 標 な い し指 数 目 録 に 掲 載 さ れ た 項 目 毎 の 個 別 表 示 は ど う あ る べ き か、 そ の 報 告 内 容 を 規 定

し た も の で あ る。

こ れ ら ４ っ の 研 究 成 果 は、
ゾチ ア ル ビ ラ ン ッ 実 践 企 業 に 多 大 の影 響 を 与 え て き た。

４）１９８０ 年 代 前 半

こ の 時 期 は、 い わ ゆ る ゾチ ア ル ビラ ン ツ の 研 究 な ら ぴに 実 践 の 停 滞 期 で あ る と 同 時 に 社 会 関

連 情 報 の 転 換 期 で も あ る。 実 践 企 業 の 多 く は、 開 示 す る 社 会 関 連 情 報 の 欠 点 が 指 摘 さ れ、 しか

も第 二 次 石 油 危 機 に 伴 う 経 済 の 停 滞 か らコ ス ト削 減 の必 腰 性 に 迫 ら れ て い た こと か ら、 そ れ ま

で の ゾ チ ア ル ビ ラ ン ツ 開 示 を 取 り や め た。

５） １９８０ 年 代 後 半 か ら１９９０ 年 代 半 ぱ ま で

環境問題が先鋭化するに伴い、 現境被害発生後ないしは環境破壊後の事後的対応から環境被

害 や 現 境 破 壊 の 発生 を予 測 し、 そ れ ら を 予 防 す る 事 前 の 対 応 が 重 視 さ れ る よ う に な っ た。 企 業

は、 投 入 さ れた 原 材 料 お よ ぴ エ ネ ル ギ ー の 使 用、 生 産 シス テ ム、 製 晶 お よ ぴ製 品 特 性、 物 流 お

よ ぴ輸 送 の そ れ ぞれ の 局 面 で 環 境 に 対 し て マイ ナ ス の 影 響 を 及 ぼ し て い る 要 因 を 分 析 ・ 評 価 す

る 新 た な 対 応 を 示 す よ う に な っ た。 い わ ゆ る ゾチ ア ル ビラ ン ッ か ら エ コ ビラ ンッ ヘ の 一 大 転 換

期 で あ っ た。

皿． ゾチアル ビラ ンツ情報の諸形態

西 ドイ ツ お よ びスイ ス を 中 心 に 理 論 的・ 実 践 的 に 展 開 さ れ た ゾチ ア ル ビラ ンツ は・ 形 態 別 に

示 せ ぱ、 全 体 計 算 （Ｇｅｓａｍｔｒ㏄ ㎞ｕｎｇ）、 部 分 計 算 （Ｔｅｉ１ｒ㏄ｈ ｍｎｇ） お よ び 混 合 計 算 （Ｍｉｓｃｈ－

ｒ㏄ｈｎｕｎｇ ） に 識 別 す る こ と が で き る。 全 体 計 算 の 典 型 例 は、 ア イ ヒ ホ ル ン （Ｅｉｃｈｈｏｍ， Ｐ．）

が １９７４ 年 に 著 書 『社 会 関 連 企 業 計 算３〕』 の な か で 発 表 し た社 会 関 連 全 体 計 算 で あ る。 現 在 の

と こ ろ、 こ の 種 の 全 体計 算 は・ 理 論 上 存 在 し得 て も、 実 践 上 可 能 な もの で は な い。

部 分 計 算 は、 企業 に お け る す べ て の 社 会 関 遵 活 動 を ｉ っ の 計 算 様 式 で 表 示 す るこ とを 放棄 し、

貨幣額表示形式を採る、 １） 価値創造計算書、 ２） 社会関連費用計算書 （社会計算書）、 ３）

ゴ ー ル ・ ア カ ウ ン テ ィ ン グ と
、 非 貨 幣 額 表 示 形 式 を 採 る、 ４） 社 会 活 動 チ ェ ッ ク リ ス ト、 ５）

技 術 的 デー タ 草 案、 ６） 生 態 会計、 ７） 拡 張 さ れ た 社 会 報 告 書、 ８） 企 業 の 社 会 指 標、 等 で 示

さ れ る ’〕
。

１） 価 値 創 造 計 算 書 （Ｗｅｒｔｓｃｈδｐｆｍ ｇｓｒｅｃｈｎｕ ㎎）

価 値 創 造 計 算 書 は、 国 民 経 済 的 価 値 創 造、 した が っ て 国 民 所得 に 対 す る 企 業 の 貢 献 を示 す も

の で、 化 学 工 業 に 属 す る 企 業 でか な り 以 前 か ら 作 成 さ れ て い た。 財 貨 的 に は、 価 値 創 造 は 企 業

が 外部 に 提 供 した 財 貨 価 値 が、 外 部 か ら 企 業 に 流 入 した 財 貨価 値、 い わ ゆ る 前 給 付 を 減 じ た も

の に 一 致 す る。 貨 幣 的 に は、 企 業 の 価 値 創 造 は 給 付 プロ セ ス 参加 者、 経 営 管 理 者、 従 業 員、 公

共 機 関、 出 資 者 お よ ぴ 企 業 そ れ 自 体 の 所 駕 総 計 で あ る。 した がっ て、 価 値 創 造 計 算 書 は、 企 業
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に よ っ て 創 り 出 さ れ た 価 値 増 加 な ら び に そ の 配 分 を 明 確 に す る も の で あ る。

２） 社 会 関 遵 費 用 計 算 書 （社 会 計 算 書 ：Ｓｏｚｉａ１ｒ㏄ｈｎ㎜ｇ）

社会関連費用計算書の目標は、 伝統的企業会計から導き出される経営上の費用に関する数字

を 企 業 の 個 々 の 関 係 グ ルー プ に 分 類 す る こ と で あ る。 社 会 関 連 費 用 計 算 書 は、 社 会 関連 情 報 の

第 ３ 段 階 に お い て Ｂ Ａ Ｓ Ｆ 社、 シ ュ テ ア ク 社、 ザ ー ル 炭 坑 会 社 （Ｓａａｒｂｅｒｇｗｅｒｋｅ ＡＧ）、 ウ ェ

ラ 社 （Ｗｅ１１ａ ＡＧ） な ど多 く の 企 業 に よ っ て 開 示 さ れ た 報 告 書 で あ 孔

３） ゴ ー ル ・ ア カ ウ ン テ ィ ン グ （Ｇｏａ１ Ａ ㏄ｏｕｎｔｉｎｇ）

ゴ ー ル ・ ア カ ウ ン テ ィ ン グ は、 デ ィ ル ケ ス （Ｄｉｅｒｋｅｓ，
Ｍ．） の 「社 会 目 標 管 理 シ ス テ ム」 に

よ り 提 唱 さ れ５〕
、 ド イ ッ ・ シ ェ ル 社 （ＤｅｕｔｓｃｈｅＳｈｅｌ１ ＡＧ）、

ベ ル テ ル ス マ ン 社 （Ｂｅｒ七ｅ１ｓｍａｍ

ＡＧ）、 そ し て ス イ ス の ミ グ ロ 社 （Ｍｉｇｒｏｓ－Ｇｅｍｅｉｎｓｃｈａｆｔ） に よ っ て 実 践 さ れ た。

高度に発展した管理体系と管理計画を有する現代企業は、 綿密に組み立てられた一連の企業

目 標 の 下 で運 営 さ れ て い る。 企 業 目 標 は そ の 時々 に 企 業 が 挑 戦 す る 経 済 的 任 務 と 社 会 的 任 務 に

よ っ て 構 成さ れ て い る。 社 会 的 に 童 要 な 企 業 活 動 の 成 果 は、 し た が っ て、 企 業 自 ら 選 択 した こ

れ ら の 目 標 を 用 い る こ と に よ り 測 定 す る こ と が で き る。
ゴ ー ル ・ ア カ ウ ン テ ィ ン グ は、 社 会 関

連 会 計 の 領 域 を こ の よ う な 視 点 か ら 捉 え る も の と し て、 ヴ ィ ッ テ （Ｗｉｔｔｅ， Ｅ・）・ イ ェ ー ガ ー

（Ｊ互
ｇｅｒ，

Ｐ．
）
、 レ ェ ッ シ ュ （Ｌｏｅｓｃｈ

，
Ａ
．ｖ．

） な ど に よ り 構 想 さ れ た も の で あ る
。

４） 社 会 活 動 チ ェ ッ ク リ ス ト

社 会 活 動 チ ェ ッ ク リ ス ト の 大 部 分 は こ と ぱで 簡 潔 に 表 現 さ れ る。 社 会 活 動 チェ ック リス ト は、

社 会 関 連 関 係 の 現 状 を 認 識 し、 社 会 活 動 に 関 わ る 企 業 の 強 さ と 弱 さ を 明 瞭 に 示 し・ さ ら に は・

社 会 問 題 除 去 へ の 方 策 を決 め る の に 役 立 っ も の で あ る。 こ の 典 型 的 な 事 例 と し て は、 『社 会 の

な か の 企 業』 研 究 グ ル ー プ が 作 成 した 「企 業 活 動 目 録」 を あ げる こ と が で き 孔

５） 技 術 的 デー タ 草 案

技 術 的 デー タ 草 案 は、 化 学 工 業 に 属 す る 企 業、 た と え ぱ Ｂ Ａ Ｓ Ｆ 社、
バ イ エ ル 社 （Ｂａｙｅｒ

Ａ Ｇ）、 ヘ キ ス ト 社 （Ｈｏｅｃｈｓｔ ＡＧ）、 チ バ ガ イ ギ ー 社 （Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ ＡＧ） が 定 期 的 に 開 示 し て

い る 環 境 報告 書 に お い て 表 示 さ れて い る も の で あ る・ 技 術 的 デ ー タ草 案 に 共 通 す る 特 徴 はっ ぎ

の ３ つ に要 約 す る こ と が で き る。

① 企 業 活 動 に よ っ て 排 出 さ れ た 化 学 的 ・ 物 理 学 的 環 境 影 響 物 質 （ＳＯ・，
ＣＯ・， ＮＯ・， ＣＦＣ

な ど） ご と の 分 析

② た と え ぱ ”ｍｇ／ ㎡” や ”ｔ” と い っ た 尺 度 に よ る 評 価

③ 過去数年間にわたる測定値の比較または測定値と標準値の対比

し た が っ て、 技 術 的 デー タ 草 案 は、 企 業 が環 境 保 全 の た め に 実 施 した 技 術 的 ・ エ コ ロ ジー 的

措 置 に ど の よ う な 問 題 が あ る か を 明 ら か に す る も の で あ 孔

６） 生 態 会 計 （Ｏｋｏ１ｏｇｉｓｃｈｅ Ｂｕｃｈｈａｌｔ㎜ｇ＝ Ｅｃｏ１ｏｇｉｃａ１ Ａ ㏄ｏｕｎｔｉ㎎）

ド イ ツ 語 圏 諸 国 に お け る 生 態 会 計 の 基 本 構 想 は、 ス イ ス の ミ ュ ラ ー ・ ヴ ェ ン ク （Ｍ－１１ｅｒ一
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Ｗｅｎｋ，
Ｒｕｅｄｉ） が １９７８ 年 に 著 し た 『生 態 会 計』ｏ が最 初 で あ 孔 生 態 会 計 は・ 社 会 関 連 領 域

の う ち 特 に 自 然 環 境 を 対 象 と す る も の で、 企 業 活 動 に よ る 環 境 への 影 響 を 重 量、 容 積 あ る い は

数 量 と い っ た 物 理 学 上 の 計 量 単 位 で は か ら れ
、 そ れ ら に 等 価 係 数 を 乗 じ て 評 価 さ れ る。

７） 拡 張さ れ た 社 会 報 告 書 （Ｓｏｚｉａ１ｂｅｒｉｃｈｔ）

ドイ ッ株 式 法 の 規 定 に よ れ ぱ・ 毎 年 作 成 さ れ る 営 業 報 告 書 は・ 営 業 経 過 お よ ぴ 企 業 状 況 を 明

らか に す る 「状 況 報 告」 と 決 算 情 報 を明 ら かに す る 「説 明 報 告」 に 区 分 表 示 さ れ る。 さ ら に

「状況報告」 は経済報告と社会報告に区分される。 拡張された社会報告書は、 この社会報告の

な か で 社 会 関連 領域 に 属 す る 環 境 保 全、 製 晶、 研究 開 発、 人 事 政 策 を 表 示 し た も の を い う。 拡

張 さ れ た 社 会 報 告 書 は、 今 日 ほと ん ど の ドイ ツ企 業 で 普 及 して い る。

８） 企業の社会指標

企 業 の 社 会 指 標 は・ 労 働 の 満 足 度 や 労 働 の質 とい っ た 社 会 目 標 を 具 体 的 に こ と ぱ で 表 現 さ れ

る。 社 会 目 標 は、 重 要 な 社 会 経 済 間 題 領 域 の 状 態 お よ び 変 動 に つ い て 判 断 を 下す 際 に 役 立 っ 指

標 で あ る。 企 業 の社 会 指 標 の 事 例 と し て は、 Ｄ ＧＢ 『社 会 関 連 会 計 ／ ゾ チア ル ビ ラ ン ッ』 研 究

グ ルー プの 研 究 成果 「Ｄ Ｇ Ｂ 要 求 目 録 注 釈 付 き 表 示」 を あ げ る こ と が で きる。

混 合 計 算 は、 上 述 し た 全 体 計 算 と 部 分 計 算 な い し部 分 計 算 相 互 の 結 合 形 態 であ る。 混 合 計 算

の 意 図 は、 特 定 の計 算 草 案 の 長 所 を 守 り な が ら短 所 を別 の 計 算 方 法 で 補 完 す る こ と で あ る。 混

合 計 算 の 典 型 例 は、 『ゾチ ア ル ビラ ンツ 実 践』 研 究 グ ルー ブ が 行っ た 勧 告 に 示 さ れ た も の で、

部 分 計 算 相 互 の 緒 合 形 態 を 有 して い る。 す な わ ち、 ゾチ ア ル ビラ ンツ はっ ぎ の３ っ の部 分 計 算

の 組 み 合 せ か ら構 成 さ れ て い る。

一十１１１ト
ｌＶ． 環 境管理情報の諸形態 ならぴにその特街

’８０ 年 代 半 ぱか ら環 境 問 題 に 対 す る 企 業 の 対 応 は、 そ れま で の 環 境 被 害 発 生 後 な い し は 環 境

破壊後の事後的対応から環境被害や環境破壊の発生を予測し、 それらを予防する事前の対応に

大 きく 変 換 した。 こ れ を 可 能 に し た の が エ コ ビラ ンツ 手 法 の 開 発 で あ っ た。 企 業 は・ 投 入 さ れ

た 原 材 料 お よ びエ ネ ル ギ ー の 使用・ 生 産 シス テ ム・ 製 晶 お よ ぴ 製 晶 特 性・ 物 流 お よ び 輸送 のそ

れ ぞ れ の 局 面 で 現 境 に対 し て マイ ナ ス の 影 響 を 及 ぼ し て い る 要 因 を 分 析 ・ 評 価 す る新 た な 手 法

と し て エ コ ビラ ンッ を導 入 し た の で あ 孔
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エ コ ビラ ンツ は、
’８０ 年 代 に 入 り、 企 業 活 動 か ら自 然 環 境 を 守 る と い う 視 点 か ら、 生 産 現 場

に お い て 突 然 現 れ た こ と ぱ で あ る。
’８０ 年 代 は じめ、 包 装 ゴ ミ の 問 題 は、 埋 立 地 と 焼 却 場 不 足

が 顕 在 化 す る に 伴 い、 広く 一 般 に 認 識 さ れ る よ う にな っ た。 こ の 時 点 を 境 に 環 境 問題 の解 明 に

は・ そ の 経 済 価 値 ぱ か り で は な く、 エ コ ロ ジー 価 値 を も 考 慮 に い れ る こ と が 定 着 し た。

エ コ ビラ ンツ の 端 緒 は、 堰 堤 や ダム
、 運 河、 都 市 再 開 発 計 画 な どの 国 家 的 ビ ッ グ プ ロ ジ ェク

ト に 対 し て 実 施 さ れ た 費用 便 益 分 析 な ら びに 大 企 業 が 開 示 し て い た ゾチ ア ル ビ ラ ン ツ で あ 孔

こ れ ら に 共 通 す る も の は、 倫 理 的 価 値 と 社 会 的 価 値 を 考 慮 に 入 れ る 試 み であ っ た。

エ コ ビラ ン ツ は、 ベ ル リ ンと ウイ ー ンの 現 境 経 済 学 研 究 所 （ＩＯＷ） が 提 唱 し、 そ の 後 さ ま

ざ ま の 機 関・ 研 究 者 に よ っ て 論 じ られ て き れ 今 日 で も、 エ コ ビラ ン ツ の 概 念 規 定 は 一 様 で は

な い。 しか し・ そ れ ら に 共 通 す る も の は・ 貨 幣 額 に よ る 計 算・ 表 示 方 法 を 採 ら ず・ 物 理 学 上 の

計 量 単 位 が 用 い ら れ る こ と で あ る。 エ コ ビ ラ ン ッ は、 環 境 管 理 と い う市 場 を 媒 介 しな い 企 業 活

動 を 客 観 的 デ ー タ
．
で 測 定 して、 企 業 活動 が 環 境 に 及 ぼ す 影 響 を 分 析 ・ 評 価 し、 企 業 活 動 に よ っ

て 発 生 す る 環 境 負 荷 を 企 業 自 ら 削減 し て いく た め に 最 も 有 効 な 手段 で あ る。

ベ ルリ ンの 現 境 経 済 学 研 究 所 およ び ニ ュ ー ル ンベ ル ク 大 学 の シ ュ タ ー ル マ ン （Ｓｔａｈ１ｍａｍ，

Ｖ、） 教 授 の 共 同 研 究 に よ れ ぱ・ エ コ ビ ラ ン ツ は・ っ ぎ の ４ っ の ビ ラ ン ツ か ら 構 成 さ れ る７㌔

ａ） Ｂｅｔｒｉｅｂｓｂｉｌａｎｚ： 原 材 料 ・ エ ネ ル ギ ー の 投 入 量 な ら び に そ れ ら の ア ウ ト プ ッ ト の 形 態 と

して の廃 棄 物 量 ・ 廃 水 量 ・ 廃 ガ ス 量 ・ 廃 熱 量 を 把 握 す る。

ｂ） Ｐｒｏ・ｅＢｂｉｌａｎｚ： 製 造 工 程 毎 の イ ン プ ッ ト と ア ウ ト プ ッ ト の 流 れ に 対 応 し た 変 質 物 な ら び

に排 出物 を 廃 棄 物 量 ・ 廃 水 量 ・ 廃 ガ ス 量 ・ 廃 熱 量 に 識 別 し て 把 握 す る。

ｃ） Ｐｒｏｄｕｋｔ１ｉｎｉｅｎｂｉ１ａｎｚ： 原 材 料 調 達 局 面 に お け る 輸 送 お よ び 倉 庫 に 配 送 さ れ る ま で の 精

錬 加 工 段 階 を 点 検 す る と と も に、 消 費 局 面 ま で の 取 引、 輸 送、 消 費、 廃 棄 物 処 理、 リ サ イ

ク ル、 内 容 物 の 散 逸 につ い て 販 売 し た 製 晶 の 物 流 を追 跡 す る た め に 用 い ら れ る。

ｄ） Ｓｔａｎｄｏｒｔｂｉ１ａｎｚ： 上 述 し た ３ つ の ビ ラ ン ッ で 把 握 し な か っ た 一 般 管 理 用 の 建 物 、 設 傭・

機器 な ど の 非 製 造 部 門 関 連 の 諸 活 動 を 分 析 す る。

ま た、 ア ウ グ ス ブ ル ク 大 学 の ワ ー グ ナ ー （Ｗａｇｎｅｒ，Ｂ．） 教 授 は、 エ コ ビ ラ ン ツ を つ ぎ の ３

っ の ビラ ン ツ に 区 分 し て企 業 活 動 の 環 境 へ の 影 響 分 析 を 行 う８㌧

ａ ） Ｂｅｔｒｉｅｂｓｂｉ１ａｎｚ ：

ｂ ） ＰｒｏｚｅＢｂｉｌａｎ２ ：

ｃ） Ｐｒｏｄｕｋｔｂｉ１ａｎ２： 製 品 種 類 毎 の イ ン プ ッ ト と ア ウ ト プ ッ ト の 流 れ に 対 応 し た 変 質 物 な ら

び に 排 出 物 を 廃 棄 物 量 ・ 廃 水 量 ・ 廃 ガス 量 ・ 廃 熱 量 に 識 別 して 把 握 す る。

２
．

ＰｒｏｄｕｋｔＩｉｎｉ６ｎａｎａｌｙｓｅ

フ ラ イ ブ ル ク の エ コ 研 究 所 （Ｏｋｏ－Ｉｎｓｔｉｔｕｔ） で 開 発 さ れ た Ｐ Ｌ Ａ は、 ア ン グ ロ サ ク ソ ン 語 圏

で 展 開 さ れ て い る Ｌ Ｃ Ａ （Ｐｒｏｄｕｃｔ－Ｌｉｆｅ－Ｃｙｃｌｅ－Ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔ） と は、 製 晶 の 定 性 評 価 を す る 際
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に、 環 境 影 響 だ け で は な く、 社 会 的 影 響 およ び 経 済 的 影 響 を も 加 え る 点 で異 なる も の であ る９）
。

こ の Ｐ Ｌ Ａ 研 究 で 注 目 す べ き こ と は、 ドイ ツ連 邦 議 会 の 動 向 で あ る。 ドイ ツ 連 邦 議 会 は、

１９９２ 年 ９月 ２４ 日 と ２５ 日 の 両 日、 ２５ 名 の 専 門 家 を参 考 人 と し て ボ ンの 連 邦 議 会 議 事 堂 に 呼 び、

産 業 社 会 に お い て 環 境 に や さ し い 原 材 料 流 通 の た めの 評 価 基 準 と 展 望 に つ い て 聴 取 す る 調 査委

員 会 『人 間 お よ び 環 境保 議』 を 開 催 し て い るｍ〕
。 そ こ で の テ ー マ は、 「エ コ ビラ ンツ／ プロ ドゥ

ク ト リ ニ ー ン 分 析」 で あ っ た。

３
．

Ｏｋｏ－Ｃ０・１ｔｒ０■Ｉｉｎ９

ドイ ツ 語 圏 諸 国 に お い て 現 境 管 理 に っ い て 研 究 して い る 主 要 な 研 究 機 関な い し は 研 究 者 を列

挙 す れ ぱ、 っ ぎ の よ う に な る。

① Ｏ．Ｂ，Ｕ、： 本 部 は、 ス イ ス ・ ア ド リ ス ヴ ィ ル に あ る。 こ こ で の 主 た る 研 究 者 は、 ブ ラ

ウ ン シ ュ ヴ ァ イ ク （Ｂｒａｕｎｓｃｈｗｅｉｇ，
Ａ
、
） お よ び ミ ュ ラ ー ・ ヴ ェ ン ク （ Ｍ 缶１１ｅｒ－Ｗｅｎｋ

，
Ｒ
．
）

で あ る。 こ の 研 究 所 の 指 導 の 下 で エ コ ビ ラ ン ツ を 開 示 し て い る 企 業 は、 Ｓｃｈｗｅｉｚｅｒｉｓｃｈｅｒ

Ｂａｎｋｖｅｒｅｉｎ Ｚ｛ｒｉｃｈ で あ る 。

② ＢＵＳ／ＢＵ Ｗ ＡＬ： 本 部 は、 ス イ ス ・ ベ ル ン に あ る。

③ Ｅ１ｌｉｐｓ㎝ ＡＧ ： 本 部 は、 ス イ ス ・ バ ー ゼ ル に あ る。 こ こ で の 主 た る 研 究 者 は、 シ ャ ル

テ ガ ー （Ｓｃｈａｌｔｅｇｇｅｒ
，

Ｓ
．
） お よ び シ ュ テ ゥ ル ム （Ｓｔｕｒｍ，

Ａ
．
） で あ る 。

④ ＩＯ Ｗ ・Ｂｅｒ１ｉｎ： 本 部 は ペ ル リ ン に あ る。 こ こ で の 主 た る 研 究 者 は、 ハ レイ （Ｈａ１１ａｙ， Ｈ．）、

ヤ ッ シ ュ （Ｊａｓｃｈ
，

Ｃ
．
）
、

プ フ リ ー ム （Ｐｆｒｉｅｍ，
Ｒ
．
）
・

シ ュ タ ー ル マ ン （Ｓｔａｈ１ｍａ ｍ ，
Ｖ
、
） で

あ 孔 こ の 研 究 所 の 指 導 の 下 で エ コ ビ ラ ン ツ を 開 示 し て い る 企 業 は・ Ｂｉｓｃｈｏｆ ㎜ｄ Ｋ１ｅｉｎ

と ＢＩＯＰＡＣ で あ る。

⑤ Ｗ ａｇｎｅｒ，
Ｂ．： ア ウ グ ス ブ ル ク 大 学 教 授。 教 授 の 指 導 の 下 で エ コ ビ ラ ン ツ を 開 示 し て い

る 企 業 は、 Ｋｕｎｅｒｔ お よ び Ｌａｎｄｅｓｇｉｒｏｋａｓｓｅ で あ 孔 こ の 他 に、 内 部 資 料 と し て 作 成 し て

い る 企 業 は
、

Ｂａｙｅｒｉｓｃｈｅ Ｌａｎｄｅｓｂａｎｋ
，

Ｌａｎｄｅｓｂａｎｋ Ｂｅｒ１ｉｎ，
Ｅｒｈａｒｄ ｍ ｄ Ｌｅｉｍｅｒ な ど で

あ る。

⑥ ＯＫＯＳＣＩＥＮＣＥ： 本 部 は チ ュ ー リ ッ ヒ に あ る。 こ こ で の 主 た る 研 究 者 は、 ヴ ィ ス （Ｗｙｓｓ，

Ｆ．
） お よ び ケ ラ ー （Ｋｅｎｅｒ， Ｌ．） で あ る。 こ の 研 究 所 の 指 導 の 下 で エ コ ビ ラ ン ツ を 開 示 し

て い る 企 業 は、 Ｓｗｉｓｓａｉｒ で あ る。 こ の 他 に 、 内 部 資 料 と し て 作 成 し て い る 企 業 は 、

Ｓｃｈｗｅｉｚｅｒｉｓｃｈｅｒ Ｂａｎｋｖｅｒｅｉｎ Ｂａｓｅ１ で あ る
。

⑦ Ｓｔａｈ１ｍａ ｍ， Ｖｌ： ニ ュ ー ル ン ベ ル ク 大 学 教 授。 教 授 の 指 導 の 下 で エ コ ビ ラ ン ツ を 内 部 資

料 と し て 作 成 し て い る 企 業 は
、

Ｎｏｒｄｅｎｉａ－Ｖｅｒｐａｃｋｕｎｇｓｗｅｒｋｅ お よ び Ｂｏｒｇｅｓ Ｇ ｍ ｂＨ な ど

で あ る。

こ れ ら 環 境 管 理 研 究 の 特 徴 を 要 約 し て示 す こ と は で き な い。 こ こ で は、 ワー グナ ー 教 授 の 説

か らそ の 特 徴 を 列 挙 す る こ と に と どめ たい。 ワ ー グ ナ ー 教 授 は、 自 説 を螺 旋型 管 理 （そ し て そ

の 分 析 手 法 を バ ウ ム 分 析） と 名 づ け る１１〕
。 下 記 の 事 柄 が 螺旋 状 に 展 開 さ れ て い く か ら で あ る。
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管 理 導 入 時 レ ビュ ウ → 目 標 １ → 活 動 １ → 監 査 １ （エ コ ビラ ン ッ分 析）

→ 目 標 ２ → 活 動 ２ → 監 査 ２ → 目 標。 → 活 動。 → 監 査。

現 境 管 理 の 特 徴 は、 １） 政 策 を 提示 す る、 ２） 目 標 を 論 理 的 に 導 く、 ３） 諸 活 動 を計 画 立案

す る、 ４） 諸 活 動 を 通 じて 政 策 およ ぴ 目 標 を 実 現 す る、 ５） 業 績 を 評 価 し、 監査 す る、 ６） 政

策 お よ び 目 標 を 再 提 示 す る、 と い う ６ 段 階 を 踏 ん で 実 施 す る 優 れた 管 理 シス テ ム で あ る蜆〕
。

ま た、 環 境 管 理 は、 マ ー ケ ッ ト ・ チ ャ ン ス （イ メ ー ジ の 改 善、 製 晶 や 晶 質 の 改 良、 新 し い 市

場 の 確 保）、 コ ス ト 削 減 （原 材 料 ・ エ ネ ル ギ ー の 節 約、 廃 棄 物 処 理 コ ス ト 削 減、 保 険料 の 減 額、

終 末 処 理 思 想 の 転 換）、 動 機 づ け （従 業 員 の 労 働 意 欲 を 強 化、 優 秀 な 新 入 社 員 を確 保）、 リ ス ク

削 減、 さ ら に は 公 共 機 関 ・ 地 域 住 民 ・ 保 険 会 社 ・ 銀 行 ・ 報 道 機 関 と の 関 係 改 善 と い っ た 諸 目 的

実 現 の た め に 有 効 で あ る酬
。

こ れ ら エ コ ビ ラ ン ツ お よ び エ コ ・ コ ン ト ロ ー リ ン グ （環 境 管 理） は、 社 会 関 連 領 域 の う ち と

くに環境領域において特化した環境特化惰報と特徴づけることができよ ㌔

Ｖ
．

お わ リ に

こ れま で ドイ ツ 語 圏 諸 国 に お ける 社会 関 連 情 報 に っ い て・ 主 と し て １９７０ 年 代 は じ め か ら 今

日 ま で、 そ の 発展 段 階 別 に そ の 形 態 な ら び に 特 徴 を 明 ら か に し てき た。

そ の 特 徴 をま と め と し て 示 せ ぱ、 下 記 の ４ っ に 集 約 さ れ よ う。

１） 当 初 の従 業 員 特 化 情 報 か ら 経済 目 標 ・ 社 会 目 標 統 合 型 情 報 へ、 さ ら に は 部 分 計 算 個々 の 欠

陥 を楠 完す る 混 合 型 惰 報 へ・ そ し て 環 境 特 化 情 報 へ と 変 貌 し た。

２） 従業員関遵情報重視から環境関連情報重視へ童点移行した。

３） 貨幣額表示情報から非貨幣額表示情報へ移行した。

４） 内 部 報 告 重 視 か ら内 部 ・ 外 部 両 報 告 重 視 へ 移 行 した。

（注）

１ ） Ｓｃｈｒｅｄｅ１ｓｅｋｅｒ
，

Ｋ
． ： Ｓｏｚｉａ１ｂｉ１ａｎｚ．

ｉｎ ： Ｃ ｈ ｍｉｅ１ｅｗｉｃｚ，
Ｋ

． ； Ｓｃｈ ｗ ｅｉｔｚｅｒ，
Ｍ ｌ

（ Ｈｒｓｇ一
） ＝ Ｈ ａｎｄ－

ｗ δｒｔｅｒｂｕｃｈ ｄｅｓ Ｒ ｅｃｈｎｕ ｎｇｓ ｗ ｅｓｅｎｓ，
３
．

Ａ ｕｆ１ａｇｅ，
Ｓｃｈ 身ｆｆｅｒ－Ｐ ｏｅｓｃｈｅ１Ｖ ｅｒ１ａｇ １９９３

，
Ｓｐ．１８３３

２ ） Ｐｏｔｔｈｏｆｆ
，

Ｅ
． １ Ｄ ｉｅ Ｓｏｚｉａ１ｂｅｒｉｃｈｔｅｒｓｔａｔｔｕｎｇ，

ｉｎ ： Ｄｅｒ Ｂｅｔｒｉｅｂ ｇＪｇ－ Ｈ－４４
，

Ｏｋｔｏｂｅｒ ｉ９５６
，

Ｓ－１Ｏ１８

３ ） Ｅｉｃｈｈｏ ｍ ，
Ｐ

．： Ｇ ｅｓｅ１１ｓｃｈ ａｆｔｓｂｅｚｏｇｅｎｅ Ｕ ｎｔｅ ｍ ｅｈ ｍ ｅｎｓｒｅｃｈ ｍ ｎｇ，
ｉｎ ： Ｓｃｈｒｉｆｔｅｎ ｄｅｒ Ｋ ｏ ｍ ｍ ｉｓ－

ｓｉｏｎ ｆ｛ｒ ｗｉｒｔｓｃｈ ａｆｔ１ｉｃｈｅｎ ｕｎｄ ｓｏｚｉａ１ｅｎ Ｗ ａｎｄｅ１，
Ｂ ａｎｄ ３０

，
Ｇ δｔｔｉｎｇｅｎ １９７４

４ ） Ｖ ｇ１ｌ Ｈｅｙ ｍ ａｎｎ
，

Ｈ
．一

Ｈ
．

／ Ｓｅｉｗ ｅｒｔ
，

Ｌ
．
Ｊ
．

／ Ｓｅｎａｒｃ１ｅｎｓ，
Ｍ

．
ｄ
。 ： Ｓｏ屠ｉａ１ｂｉ１ａｎｚｅｎ． Ｄｉｅ ｇｅｓｅ１１ｓｏｈａ－

ｆｔｓｂｅｚｏｇｅｎｅ Ｂ ｅｒｉｃｈｔｅｒｓｔａｔｔｕｎｇ ｉｎ ｄｅｒ Ｂ ｕｎ ｄｅｓｒｅｐｕｂ１ｉｋ Ｄｅｕｔｓｃｈ１ａｎｄ ｕｎｄ ｄｅｒ Ｓｃｈ ｗ ｅｉｚ，
Ｔ ａｙ１ｏｒｉｘ

Ｆａｃｈｖｅｒ１ａｇ Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ１９８４
，

Ｓ－
３６

５ ） Ｄｉｅｒｋｅｓ，
Ｍ ． ／ Ｋ ｏｐ ｍ ａ ｍ

，
Ｕ

． ： Ｖ ｏｎ ｄｅｒ Ｓｏｚｉａ１ｂｉ１ａｎｚ ｚｕｒ ｇｅｓｅｌ１ｓｃｈａｆｔｓｂｅｚｏ ｇｅｎｅｎ Ｕ ｎｔｅ ｍ ｅ－

ｈ ｍ ｅｎｓｐｏ１ｉｔｉｋ－Ａ ｎｓ三ｔｚｅ ｚｕ ｅｉｎｅ ｍ Ｍ ａｎａｇｅ ｍ ｅｎｔ Ｓｙｓｔｅ ｍ ｆｏｒ Ｓｏｃｉａ１ Ｇ ｏａ１ｓ
，

ｉｎ： Ｂ Ｆｕｐ ２６Ｊｇ－
１９７４

，
Ｓ
．

３０９ｆｆ
ｌ
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６ ） Ｍ－１１ｅｒ－Ｗｅｎｋ
，

Ｒ
．： Ｄｉｅ δｋｏ１ｏｇｉｓｃｈｅ Ｂｕｃｈｈａ１ｔｕｎｇ，

Ｆｒａｎｋｆｕｒｔ（Ｍａｉｎ）１９７８

７ ） Ｓｔａｈ１ｍ ａ ｍ
，

Ｖ
．： Ｚｉｅ１ ｍ ｄ Ｉｎｈａ１ｔ δｋｏ１ｏｇｉｓｃｈｅｒ Ｒｅｃｈｎｕｎｇｓ１ｅｇｕｎｇ－ｖｏ ｍ Ｔｅｉ１ ｚｕ ｍ Ｇａｎｚｅｎ，

ｉｎ ： Ｂｅｃｋ
，

Ｍ
．

（ Ｈｒｓｇ．
）： Ｏｋｏｂｉ１ａｎｚｉｅｒｕｎ ｇ ｉｍ ｂｅｔｒｉｅｂ１ｉｃｈｅｎ Ｍ ａｎａｇｅ ｍ ｅｎｔ

，
Ｖ ｏｇｅ１ Ｂ ｕｃｈｖｅｒ１ａ ｇ１９９３

，

Ｓｌ
１１８

８ ） Ｗ ａｇｎｅｒ，
Ｂ
． ： Ｌ ㏄ｔｕｒｅ ａｔ １ＳＴ ’９４

．
Ｅ ｎｖｉｒｏｎ ｍ ｅｎｔａ１ Ａ ㏄ ｏｕｎｔｉｎｇ Ｒ ｅｐｏｒｔ ： Ａ ｎ ｉｎｓｔｒｕ ｍ ｅｎｔ ｏｆ

ｅｎｖｉｒｏｎ ｍ ｅｎｔ－ｃｏｎｓｃｉｏｕｓ ｃｏｒｐｏｒａｔｅ ｍ ａｎａｇｅ ｍ ｅｎｔ，
Ｓ
．

１ｆｆ
．

９ ） Ｆｒｅｉ ｍ ａ ｍ
，

Ｊ
．： Ｕ ｍ ｗｅ１ｔｉｎｆｏｒ ｍ ａｔｉｏｎｓｓｙｓｔｅ ｍ ｅ ｕｎｄ Ｏ ｋｏ－Ａ ｕｄｉｔ．

Ｋ ａｓｓｅ１ １９９４
，

Ｓ
．

１３

１０） ＤＥ Ｕ ＴＳＣ ＨＥ Ｒ Ｂ Ｕ Ｎ Ｄ ＥＳＴＡ Ｇ Ｅ Ｎ ＱＵＥＴＥ－Ｋ Ｏ Ｍ ＭＩＳＳＩ０Ｎ Ｓｃｈｕｔｚ ｄｅｓ Ｍｅｎｓｃｈｅｎ ｕｎｄ ｄｅｒ

Ｕ ｍ ｗｅ１ｔ： Ｓｔｅ１１ｕｎｇｎａｈ ｍｅ ｄｅｒ Ｓａｃｈｖｅｒｓｔ三ｎｄｉｇｅｎ ｚｕ ｄｅｍ Ｆｒａｇｅｎｋａｔａ１ｏｇ （ Ｋ Ｄｒｓ１２ ／ １）ｆ｛ｒ ｄｉｅ

δｆｆｅｎｔ１ｉｃｈｅ Ａｎｈδｒｕｎｇ ａ ｍ ２４
１ｕｎｄ ２５

．
Ｓｅｐｔｅｍ ｂｅｒ １９９２ ｚｕ ｄｅｍ Ｔｈｅｍａ ：

’’Ｏｋｏｂｉ１ａｎｚｅｎ／ Ｐｒｏｄｕｋｔ－

１ｉｎｉｅｎ ａｎａ１ｙＳｅ
”

１１） Ｗ ａｇｎｅｒ
，

Ｂ
．： Ｏ ｋｏ ｂｉ１ａｎｚｅｎ

，
ｉｎ ： Ｋ ｏｎｔａｋｔｓｔｕｄｉｕ ｍ Ｍ ａｎａｇｅ ｍ ｅｎｔ

，
Ｕ ｎｉｖｅｒｓｉｔ６ｔ Ａ ｕｇｓｂｕｒｇ

１２） Ｅｂｄ
，

１３） Ｅｂｄ
．

１９９５
．

６
．

４
１


